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Abstract   Reproductive interference and inhibition of reproductive behaviour between 
two sympatric bitterlings (Itasenpara bitterling, Acheilognathus longipinnis, and rosy 
bitterling, Rhodeus ocellatus ocellatus) were observed in the Moo River, Himi City, 
Toyama Prefecture, Japan. Male rosy bitterling and female Itasenpara bitterling individuals 
formed pairs, subsequently exhibiting interspecific reproductive behaviour. However, 
female Itasenpara bitterlings failed to lay eggs. Furthermore, rosy bitterlings attacked male 
Itasenpara bitterlings that defended territories around freshwater mussels, resulting in the 
latter abandoning their territories. This is the first report of rosy bitterlings negatively 
impacting the reproductive behaviour of Itasenpara bitterlings.
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繁殖干渉は，配偶者獲得の過程において一方
または両方の種の適応度を低下させる種間

相互作用であり，ある種の個体が，別種個体を同
種個体と誤った場合に発生する（Gröning and 
Hochkirch, 2008；Burdfield-steel and Shuker, 2011）．
侵入種や近縁種間で繁殖干渉が生じると，種間で
の求愛，交配および雑種形成などにより，一方の
種の排除や置換に繋がる．淡水魚類の繁殖干渉の
事例として，モツゴ Pseudorasbora parvaとシナイ
モツゴ Pseudorasbora pumilaでは，非対称型の交
雑によってシナイモツゴからモツゴへの置換が生
じている（Konishi and Takata, 2004；小西，2010）．
また，卵胎生魚であるグッピーPoecilia reticulata
とカダヤシ Gambusia affinisでは，種間での交尾

行動が確認され，繁殖干渉がカダヤシからグッピー
への置換を引き起こす要因の 1つであると考えら
れている（Tsurui-Sato et al., 2019）．
コイ科タナゴ亜科（Cyprinidae, Acheilognathinae）

に属する純淡水魚類（以下，「タナゴ類」と呼ぶ）
は産卵期から見て大きく 2つに分かれ，3–7月に
産卵する型（以下，「春産卵型」と呼ぶ）と 9–10
月に産卵する型（以下，「秋産卵型」と呼ぶ）が
ある（北村・内山，2020）．タナゴ類は繁殖期に
なると，婚姻色を呈した雄が二枚貝の周囲に縄張
りを持ち，産卵管を伸長させた雌を二枚貝へと誘
導し，雌が生きた二枚貝内の鰓に卵を産み込んだ
後，雄が受精させるという特徴的な産卵生態を有
する．

タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus による
イタセンパラ Acheilognathus longipinnis への繁殖干渉
および繁殖行動の阻害

川上僚介 1, 3・川本朋慶 1, 2・西尾正輝 3
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日本固有種であるタナゴ類のイタセンパラ
Acheilognathus longipinnisは，淀川水系，濃尾平野
および富山平野の諸水系に分布していたが，生息
地の減少や悪化などにより，現在はこれら 3地域
の一部の河川にのみ生息している（Nishio et al., 
2020）．イタセンパラの寿命は約 1年とされてお
り，6月上旬に体長 9 mmで二枚貝から泳ぎ出し
てから約 3か月の間に体長 56 mm程度まで成長
すると性成熟し，9–10月に産卵する（Nishio et 
al., 2015）．イタセンパラの雌は繁殖期の間に 5回
程度排卵し，一回あたり約 70個の卵を二枚貝へ
産み込む（上原，2007）．なお，イタセンパラは
国指定天然記念物（1974年，文化庁）および国
内希少野生動植物種（1995年，環境省）に指定
されるとともに，環境省のレッドリストにおいて
絶滅危惧 IA類に分類されている（環境省，
2020）．さらに，国際自然保護連合（IUCN）のレッ
ドリストにおいても Endangered（絶滅危惧種）に
指定されている（IUCN, 2020）．
国外外来魚であるタナゴ類のタイリクバラタナ

ゴ Rhodeus ocellatus ocellatusは，1940年代に中国
からソウギョCtenopharyngodon idellusやハクレン
Hypophthalmichthys molitrix等の種苗に混入し日本
に移入され（中村，1955），現在では，日本全国
で生息が確認されている（北村・内山，2020）．
タイリクバラタナゴの寿命は長くて 3年とされ
（Solomon et al., 1985），体長約 25 mm以上で性成
熟し，3–9月に産卵する（朝比奈ほか，1980）．
また，タイリクバラタナゴは繁殖期の間に 15回
程度排卵し，一回の産卵で約 14個の卵を二枚貝
へ産み込む（河村ほか，2009）．なお，本報告の
調査地である富山県氷見市においては，2019年 9
月下旬に完熟卵を保有したタイリクバラタナゴが
確認されており（川本ほか，未発表），タイリク
バラタナゴとイタセンパラの繁殖期は重複してい
る．
イタセンパラの減少要因として，国外外来魚で

あるオオクチバス Micropterus salmoidesによる捕
食やタイリクバラタナゴの侵入による駆逐が指摘
されており（環境省，2015），氷見市においても，
オオクチバスによるイタセンパラの捕食が報告さ
れている（山崎ほか，2009）．一方，タイリクバ
ラタナゴがイタセンパラに与える具体的な影響に
ついては，これまで報告されていない．
今回，イタセンパラとタイリクバラタナゴが同

所的に生息する富山県氷見市万尾川において，イ
タセンパラの繁殖行動を記録するために水中撮影

を実施した際，タイリクバラタナゴの雄とイタセ
ンパラの雌が繁殖行動を進行させ，イタセンパラ
の雌が産卵に失敗する様子が観察された．また，
縄張りを形成したイタセンパラの雄に対するタイ
リクバラタナゴの攻撃行動が観察された．これら
2例の観察記録は，タイリクバラタナゴによるイ
タセンパラへの繁殖干渉および繁殖行動の阻害と
考えられたため，初めての知見として報告する．

材 料 と 方 法

調査地の概要　万尾川は，水田への用水路とし
て利用されている小規模河川である．川幅は 5 m
程であり，4–7月の灌漑期には水田に水を引くた
めに，河川内各所に設置されている水門の閉鎖に
より水位が上昇し止水環境となる．一方，8月以
降から翌年 3月までの非灌漑期には，水門が開き
水位は低下し流水環境となる．撮影場所の河床
（水深約 0.3 m）は砂であり，イタセンパラの他に，
在来魚としてミナミアカヒレタビラ Acheilognathus 
tabira jordani，ヤリタナゴ Tanakia lanceolata，タモ
ロコ Gnathopogon elongatus elongatus，およびナマ
ズ Silurus asotus等が生息し，国外外来魚ではタイ
リクバラタナゴ，オオクチバスおよびカムルチー
Channa argusが生息している（西尾ほか，2017）．
なお，詳しい撮影場所については，イタセンパラ
の保護の観点から明示しない．
繁殖行動の記録　2014年 9月 12日および 10月 10

日の計 2日間，潜水した観察者が，イタセンパラの
繁殖行動の様子を撮影した．撮影には，防水機能付
きコンパクトデジタルカメラ Canon Power Shot D30（キ
ヤノン社）および OLYMPUS μTOUGH–6020（オリ
ンパス社）の動画機能を利用した．2014年 9月 12
日は 10時 20分 –12時 00分および 13時 30分 –15
時 00分の計 2回潜水し，計 1時間 30分 26秒間撮
影した．ここでは，タイリクバラタナゴの雄による
イタセンパラの雌に対する繁殖行動が観察された．
ま た，2014年 10月 10日 は 11時 30分 –13時 30分
に 1回潜水し，計 12分 3秒間撮影した．ここでは，
タイリクバラタナゴによるイタセンパラの雄に対す
る攻撃行動が観察された．撮影された 2つの動画は，
動物行動の映像データベース（MOMO：http://www.
momo-p.com）にそれぞれ登録した（登録番号 
momo151125al01b，momo191219ro01b）．
繁殖行動の定義　イタセンパラの繁殖行動の順

序は，長田ほか（1984）および上原（2007）によ
り次のように定義されている．1）二枚貝の出入
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管部に吻端を向け逆立ち姿勢をとる雄の「貝覗き
（male head-down posture）」，2）雄が選んだ二枚貝
に産卵管の伸長した雌を連れてくる「誘導
（leading）」，3）雄の誘いを受け入れた雌との間で
ペアが成立し，雌が二枚貝の出入管部に吻端を向
け逆立ち姿勢をとる「貝覗き（female head-down 
posture）」，4）ペア形成から産卵までに雄が二枚
貝に向けて行う「産卵前放精（pre-skimming）」，5）
産卵管を二枚貝の出水管へ挿入する「産卵
（spawning）」，6）雄が入水管に向け精子をばらま
く「放精（skimming）」，までが一連の繁殖行動で
ある．また，雌の「産卵」後に縄張りを形成でき
なかった雄が縄張り雄の隙をついて放精する「ス
ニーキング（sneaking）」も報告されている（上原，
2007）．
上記に示したイタセンパラの繁殖行動の定義を

もとに，本研究において観察された繁殖行動を映
像から記録した．また，タイリクバラタナゴの繁
殖行動についてもイタセンパラの繁殖行動と同じ
定義を用いた．なお，繁殖行動の観察には，動画
再生ソフト VLC media player（https://www.videolan.
org/vlc/）を用いた．

結 果

2014年 9月 12日の動画（10時 20分 –12時 00
分の潜水時に撮影）において，タイリクバラタナ
ゴの雄とイタセンパラの雌による異種間の繁殖行
動が観察された．ここでは，タイリクバラタナゴ

の雄による「貝覗き」および「産卵前放精」が，
また，イタセンパラの雌による「貝覗き」および
「産卵」が，それぞれ観察された．加えて，イタ
センパラの雄による「スニーキング」が観察され
た．
今回観察された繁殖行動の詳細を次に述べる．

1）遊泳するタイリクバラタナゴの雄が，二枚貝
に対して「貝覗き」を開始し，二枚貝の周囲に縄
張りを形成した（momo151125al01b：0:01）．2）
タイリクバラタナゴの雄が縄張りを形成した二枚
貝（以下，「タイリクバラタナゴ縄張り貝」と呼ぶ）
に対して，産卵管を伸長させたイタセンパラの雌
が「貝覗き」を開始した（同：0:02）．3）タイリ
クバラタナゴの雄がタイリクバラタナゴ縄張り貝
に向け「産卵前放精」を行った（同：0:16）．4）
タイリクバラタナゴの雄が縄張りを放棄した（同：
1:06）．5）イタセンパラの雌は単独でタイリクバ
ラタナゴ縄張り貝に残り「産卵」を試みた．しか
し，産卵管をタイリクバラタナゴ縄張り貝へ挿入
することができず，約 60個の卵がタイリクバラ
タナゴ縄張り貝の周囲へばらまかれ，「産卵」は
失敗した（同：1:22；Fig. 1）．7）イタセンパラの
雄による「スニーキング」が複数回行われた（同：
1:46，1:49）．なお，ばらまかれた卵は，「産卵」
を行ったイタセンパラの雌，タイリクバラタナゴ
縄張り貝の周囲を遊泳していたイタセンパラ，タ
イリクバラタナゴおよびタモロコによって捕食さ
れた．

2014年 10月 10日の動画において，1）イタセン

Fig. 1.　A female Itasenpara bitterling (Acheilognathus longipinnis, indicated by 
white arrow) failing to lay its eggs into mussel by engaging in reproductive behaviour 
with male rosy bitterlings (Rhodeus ocellatus ocellatus). Eggs of Itasenpara bitterling 
indicated by broken white circle.
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パラの雄が縄張りを形成した二枚貝（以下，「イタ
センパラ縄張り貝」と呼ぶ）に「貝覗き」をしてい
ると，タイリクバラタナゴが接近し，イタセンパラ
の雄へ体側を打ち付けた（momo191219ro01b：0:06；
Fig. 2；以下，「攻撃」と呼ぶ）．2）イタセンパラ
の雄は「貝覗き」を中断し，タイリクバラタナゴ
がイタセンパラ縄張り貝の上に定位した（同：
0:07）．3）タイリクバラタナゴはイタセンパラ縄
張り貝への定位をやめ，イタセンパラ縄張り貝の
周囲を遊泳した（同：0:10）．4）イタセンパラの
雄がイタセンパラ縄張り貝へ戻り「貝覗き」を再
開した（同：0:11）．5）タイリクバラタナゴがイ
タセンパラ縄張り貝へ戻り，イタセンパラの雄に
接近し 2度目の攻撃を行った（同：0:47）．6）再
度攻撃されたイタセンパラの雄は，2秒程度イタ
センパラ縄張り貝から離れたが，すぐに戻り「貝
覗き」を再開した（同：0:50）．7）イタセンパラ
の雄が「貝覗き」を再開した後も，タイリクバラ
タナゴはイタセンパラ縄張り貝の周囲を遊泳した
が，最終的にイタセンパラの雄によって縄張りか
ら追い出された（同：1:12）．8）タイリクバラタ
ナゴが縄張りから追い出されてから約 30秒後，
イタセンパラの雄は「貝覗き」を中断し，縄張り
を放棄した．なお，本動画からはタイリクバラタ
ナゴの雌雄を判別することは不可能であった．

考 　 察

今回の観察では，タイリクバラタナゴの雄がイ
タセンパラの雌と繁殖行動を進行させ，タイリク

バラタナゴの雄による「産卵前放精」の後に，イ
タセンパラの雌が「産卵」に失敗し，タイリクバ
ラタナゴ縄張り貝の周囲に約 60個の卵をばらま
いた．この観察例は，タイリクバラタナゴのイタ
センパラに対する繁殖干渉であることを強く示唆
する．イタセンパラの雌は一回の産卵で排卵され
たすべての卵を二枚貝に産み込む（上原，2007）．
このことから，イタセンパラの雌がタイリクバラ
タナゴの雄の繁殖干渉により繁殖機会を損失する
ことは，適応度の大幅な低下を招く要因となり，
氷見市のイタセンパラ個体群が今後縮小する可能
性が高いことを示唆している．イタセンパラとタ
イリクバラタナゴが種間で交配した場合，受精の
有無と受精卵の発生に関する知見はこれまでに得
られていない．イタセンパラと同属で秋産卵型で
あるカネヒラ Acheilognathus rhombeusでは，タイ
リクバラタナゴの精子とカネヒラの卵が受精した
場合，胚は 30日以上生存するが，後期仔魚まで
成長せず死亡する（Kawamura and Hosoya, 2000）．
タイリクバラタナゴの「産卵前放精」によりイタ
センパラの卵が受精した場合も，卵から仔魚へと
発生が進む可能性は低いかもしれない．
繁殖干渉を受けた種は，個体数が減少すること

により次世代でさらに強い干渉を受け，その個体
群は急速に駆逐される（高倉ほか，2010；京極・
西田，2012）．さらに，希少種の雌は同種の雄と
遭遇する頻度が低下すると，配偶者選択が弱まり
他種の雄を受け入れるようになる（Wirtz, 1999）．
氷見市万尾川においては，イタセンパラの繁殖期
である 10月の小型定置網を用いた調査において，

Fig. 2.　Rosy bitterling (Rhodeus ocellatus ocellatus, indicated by red arrow) 
attacking a male territory-holding Itasenpara bitterling (Acheilognathus longipinnis, 
indicated by white arrow).
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タイリクバラタナゴの個体数（1044個体）がイ
タセンパラの個体数（177個体）の約 6倍であっ
た（西尾，2019）．これらのことから，万尾川に
おけるイタセンパラ個体群は，タイリクバラタナ
ゴへの置換が危惧される状況であり，今後，タイ
リクバラタナゴからイタセンパラへの繁殖干渉が
さらに加速することが予想される．
タイリクバラタナゴによるイタセンパラの雄へ

の攻撃は 2度観察された．バラタナゴ（タイリク
バラタナゴおよびニッポンバラタナゴ Rhodeus 
ocellatus kurumeus）の雄が縄張りを形成する際に
は，雄同士で鰭を広げる威嚇（threat）や，吻側
や体側を相手の体に当てる威圧（jerking）といっ
た闘争行動をとる（長田，1980）．このことから，
本研究において観察されたタイリクバラタナゴに
よるイタセンパラの雄への攻撃は，婚姻色が明瞭
でないタイリクバラタナゴの雄が，イタセンパラ
の雄の縄張りを奪うためにとった闘争行動の一種
であると考えられる．さらに，イタセンパラの雄
がタイリクバラタナゴを追い出してから約 30秒
後，イタセンパラの雄は「貝覗き」を中断し，縄
張りを放棄した．また，タイリクバラタナゴの 2
度目の攻撃からイタセンパラの雄が縄張りを放棄
するまでの間に，イタセンパラの雄が他の個体か
ら攻撃を受ける様子は観察されなかった．これら
のことから，イタセンパラの雄が縄張りを放棄し
た理由の 1つとして，タイリクバラタナゴの攻撃
による繁殖行動の阻害が要因であると推察される．
これまでタイリクバラタナゴの侵入によりイタ

センパラの個体群サイズが縮小する指摘はあった
ものの（中村，1969），そのメカニズムは不明であっ
た．本研究は少数例ではあるが，イタセンパラの
個体群サイズが縮小するメカニズムについて，タ
イリクバラタナゴによる繁殖干渉であることを示
唆した．在来タナゴ類の絶滅の危険性は全般に高
く，ゼニタナゴ Acheilognathus typusやミヤコタナ
ゴ Tanakia tanagoでは，タイリクバラタナゴの侵
入および増加により個体群サイズが縮小した事例
がある（勝呂，1995；望月，1997）．しかし，これ
らの在来タナゴ類についても減少のメカニズムは
明らかになっていない．また，野生下におけるタ
イリクバラタナゴとの交雑個体がニッポンバラタ
ナゴ，アブラボテ Tanakia limbataおよびヤリタナゴ
などで報告されている（Kawamura et.al., 2001；加納
ほか，2005；稲留・山本，2012；西尾ほか，2020）．
さらに，春産卵型ではカゼトゲタナゴ Rhodeus 
atremius atremius，シロヒレタビラ Acheilognathus 

tabira tabira，ミナミアカヒレタビラおよびアカヒレ
タビラ Acheilognathus tabira erythropterus（Kitamura, 
2007；Kitamura et.al., 2009；北村・諸澤，2010；鴛
海ほか，2018），秋産卵型ではカネヒラ（Kitamura, 
2007）がタイリクバラタナゴと同所的に生息し，
繁殖期が重複している．このように，春産卵型お
よび秋産卵型の在来タナゴ類とタイリクバラタナ
ゴの繁殖期が重複していることから，全ての在来
タナゴ類がタイリクバラタナゴから繁殖干渉を受
けていることが示唆され，タイリクバラタナゴの
繁殖干渉は，在来タナゴ類が減少する要因の 1つ
であることが危惧される．
タイリクバラタナゴによる在来タナゴ類への繁

殖干渉については，本研究の知見を除いてこれま
で研究されていなかった．繁殖干渉は様々な繁殖
行動によって引き起こされることから（Burdfield-
Steel and Shuker, 2011），今後はタイリクバラタナ
ゴによって発生する繁殖干渉の事例を蓄積し，在
来タナゴ類への繁殖干渉がどの程度生じているか
を把握することが課題となる．
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